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高校新人大会 
挑戦的に・意欲的に・やりがいを求めよう 

 

 期 日 令和元年１０月１９日（土）・２０日（日） 

   会 場 南安曇農業高等学校 体育館 

   主 催 中信高等学校体育連盟 

   主 管 中信高等学校剣道専門部 



令和元年度 
中信高等学校新人体育大会 

剣道大会 
 

 大 会 長   杉村 修一  （松本県ヶ丘高等学校長） 

 大 会 副 会 長  今井 義明  （松本深志高等学校長） 

大 会 委 員 長  島﨑 貴史  （中信高体連理事長） 

会  場  長   鈴木 芳昭  （南安曇農業高等学校長） 

 競 技 委 員 長   榛葉 亨   （剣道専門委員長） 

大 会 委 員 
 西澤 佳志  傳刀 正義  伊藤 尚美 

 圓山 正明  内藤 宏和 

 競 技 委 員  青栁 俊幸  西澤 佳志  相馬 勇一 

  大会日程 

１０月１９日（土）    開場 ８：００ 時間前の集合はしないでください。 

１竹刀検量   ８：００ ～ 
   ２審判監督会議  ８：３０ ～   
      ３開会式   ９：００ ～                
    ４競技開始   ９：４０ ～（男女個人戦・団体戦）              
       ５連絡 （競技終了後）                  
  

１０月２０日（日）  開場 ８：００ 時間前の集合はしないでください。 
１竹刀検量     ８：００ ～ 
２審判監督会議  ８：３０ ～   
３二日目開会式  ９：００  ～  
４競技開始    ９：２０ ～（団体戦全て）         
５閉会式 （競技終了後）  
 
審判・監督者会議  理科棟２階物理室 
男子更衣室     格技室 
女子更衣室     理科棟１階北会議室 
 

【試合方法】 
個人戦 ４分３本勝負 時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦を時間を区切らず行う。 
    ３～８位の決定戦を行う。５～８位決定戦は時間無制限１本勝負とする。 
団体戦 ４分３本勝負 時間内に勝敗が決しない場合は、２分間の延長戦を１回行う。 
  延長戦で勝敗が決しない場合は、引き分けとする。 
  なお、５位以下の順位決定戦においては延長戦を行わない３本勝負とする。 

 リーグ戦においては、すべての試合が終了した時点で、トーナメント戦ではその試合
ごとに勝点・勝者数・総本数が同じ場合代表戦を行う。代表戦は時間無制限１本勝負
とする。代表者は補員からは選べない。 

    なおトーナメント戦でチームとしての勝敗が決した後は延長戦を行わない。 
    女子はリーグ戦のみとする。 
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【注意事項】 

 

１ 審判監督会議は特に時間厳守でお願いします。 
２ 学校名と苗字を明記した名札を着用する。 
３ 竹刀の長さは３尺８寸以下。 
  重さは、女子４２０ｇ以上、男子４８０ｇ以上とする。 
  鍔の直径は９ｃｍ以下とする。 

 先革の径は、男子２６㎜、女子２５㎜より太いものとする。 
 竹刀先端より8.0ｃｍの竹刀対角最小直径は、男子２１mm以上、女子２０mm以上とする。 

４ 面ぶとん、小手筒の短いものは使用しない。 
５ 面紐は結び目より４０㎝以内とする。 
６ 髪の毛により、目印が隠れないようにする。 
７ 危険防止の為、袖の短い剣道着は使用しない。（構えた時に肘が隠れるものを使用） 
８ １１月１６日（土）～１７日（日）長野市運動公園総合体育館で行われる県大会には男

女共に団体８位まで、個人８位までが出場する。尚、団体の補欠は２名以内とする。 
  県大会参加料 1.000円 
９ 県大会出場申込書は１０月２５日（金）必着で南安曇農業高等学校榛葉亨まで送る。  

（FAX不可） 
10 ゴミは全て持ち帰る。各校でゴミ袋を必ず用意する。 
11 靴、貴重品の管理は各自、各校で責任を持って行う。 
12 下足は各校で管理する。 
13 会場入場については選手優先とし、席取りは禁止とする。(生徒に取らせることも禁止) 
 
※ 頭髪はパーマ・染色・脱色をした状態、装飾品を身につけての出場は認めません。 
 
審判をされる先生方へのお願い（審判の服装について） 

 
 全日本剣道連盟審判規則にならって、次の服装で審判にのぞみますので、ご協力をお願い
いたします。 
      １ 上 衣 ： 紺    （無地） 
      ２ ズ ボ ン ： 灰色   （無地） 
      ３ ワ イシャツ ： 白    （無地）ボタンダウン不可 
      ４ ネ ク タ イ ： えんじ  （無地）ネクタイピンは隠す 
      ５ 靴 下  ： 紺    （無地）足袋不可 
 

監督の先生へ  
試合場へはブレザー（上着）・ネクタイの着用をお願いいたします。 
女性の先生はネクタイ不要ですが、ブレザー（上着）は着用してくださ
い。 
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第1⽇ （10⽉19⽇（⼟））
第1試合場 第2試合場

⼥⼦個⼈戦 ⼥⼦個⼈戦
1〜15 1〜14

順位決定戦① 順位決定戦②
順位決定戦④ 順位決定戦③

16 15
決勝 3位決定戦

男⼦個⼈戦 男⼦個⼈戦
1〜23 1〜23

順位決定戦① 順位決定戦②
順位決定戦④ 順位決定戦③

24 24
決勝 3位決定戦

男⼦団体戦予選リーグ ⼥⼦団体戦
A １−４ 松本秀峰―都市⼤塩尻
B １−４ ⼤町岳陽―松本蟻ヶ崎
A ２−３ 松商学園―都市⼤塩尻
B ２−３ 松本秀峰―⼤町岳陽
A １−３ 松商学園―松本蟻ヶ崎
B １−３ ⼤町岳陽―都市⼤塩尻
A ２−４
B ２−４

第2⽇ （10⽉20⽇（⽇））
男⼦団体予選リーグ ⼥⼦団体戦

A １−２ 松商学園―⼤町岳陽
B １−２ 松本秀峰―松本蟻ヶ崎
A ３−４ 松商学園―松本秀峰
B ３−４ 松本蟻ヶ崎―都市⼤塩尻

①② ③④
５〜８位決定戦⑤ ５〜８位決定戦⑥
5・６決定戦⑦ ７・８位決定戦⑧
準決勝⑨ 準決勝⑩
決勝戦⑫ 3位決定戦⑪

男⼦団体決勝トーナメント

試合進⾏
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男子個人戦
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25 松 﨑 光 留 松 本 工 業 )

24 箕 浦 健 悟 南 安 曇 農 業 )

23 窪 田 伊 織 塩 尻 志 学 館 )

22 前 田 完 松 本 蟻 ケ 崎 )

21 伊 藤 貴 斗 松 商 学 園 )

20 小 髙 渉 松 本 深 志 )

19 古 畑 慧 多 松 本 県 ヶ 丘 )

18 浅 井 綺 良 松 本 工 業 )

17 丸 山 玲 梓 川 )

16 赤 羽 空 人 松 商 学 園 )

15 萩 元 駿 士 朗 松 本 秀 峰 )

14 洞 地 流 雲 木 曽 青 峰 )

13 林 悠 史 松 商 学 園 )

12 花 岡 遼 松 本 秀 峰 )

11 橋 倉 英 佑 松 本 工 業 )(
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(
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(
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6 髙 橋 佑 太 大 町 岳 陽 )

5 平 澤 祐 汰 松本美須々ヶ丘 )(
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1 関 森 悠 稀 松 本 工 業 )

4 北 原 蒼 良 松 本 深 志 )

3 平 林 悠 大 塩 尻 志 学 館 )

2 山 田 大 輝 梓 川 )
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男子個人戦
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女子個人戦　順位決定戦

女子個人戦　7・８位決定戦

女子個人戦　三位決定戦

女子個人戦　決勝戦
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男子団体戦 決勝トーナメント
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第１試合場

第２試合場

⼊り⼝
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会場図 （第１体育館）

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

⽩

⾚

⽩

⾚

｜×｜

｜×｜

- 12 -



- 13 -



SIS

 

  

 

 

 
  

 
 

   

 
 

 

    

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

- 14 -



『頭頸部外傷事故について』の対応 例 
                               スポーツ課 

例１  

頭頸部や顔⾯に強い衝撃を受けた時は安静にし、すぐに専⾨医の

診断を受けること。本⼈が「⼤丈夫」と⾔っても、競技に復帰させな

い。復帰に際しては、医師の診断を受けなければ復帰させない。 

 

例２  

頭頸部外傷事故発⽣時には、別紙「頭頸部外傷事故発⽣時の対応フ

ローチャート」に沿った対応をとること。 

 

例３  

頭頸部外傷事故は、重⼤事故に発展する恐れがあるため、活動の復

帰については、医師の診断を受けなければ復帰させない等、慎重な対

応をとること。 
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＜下線変更点＞ 

細則 第２条 規則第３条（竹刀）は、次のとおりとする。 
1. 竹刀の構造は四つ割りのものとし、中に異物（先革内部の芯、柄頭のちぎり以外のも

の）を入れてはならない。ピース（四つ割りの竹）の合わせに大きな隙間のあるもの
や安全性を著しく損なう加工、形状変更をしたものを使用してはならない。各部の名
称は第２図のとおりとする。 

2. 竹刀の基準は、表１および表２のとおりとする。ただし、長さは付属品を含む全長で
あり、重さはつば（鍔）を含まない。太さは先革先端部最小直径（対辺直径）および
ちくとう部直径（竹刀先端より 8.0 センチメートルのちくとう対角最小直径）とす
る。また、竹刀は先端部をちくとうの最も細い部分とし、先端から物打に向かってち
くとうが太くなるものとする。 
 

（剣道具） 

規則 第４条 剣道具は、面、小手、胴、垂を用いる。 

細則 第３条 規則第４条（剣道具）は、第３図のとおりとする。 
1. 面部のポリカーボーネート積層板装着面は、全日本剣道連盟が認めたものとする。 
2. 面ぶとんは、肩関節を保護する長さがあり、十分な打突の衝撃緩衝能力があるものと

する。 
3. 小手は、前腕（肘から手首の最長部）の２分の１以上を保護し、小手頭部および小手

ぶとん部は十分な打突の衝撃緩衝能力があるものとする。 
4. 小手ぶとん部のえぐり（クリ）の深さについては、小手ぶとん最長部と最短部の長さ

の差が 2.5 センチメートル以内とする。 

細則 第３条の２ 剣道着の袖は、肘関節を保護する長さを確保したものとする。 

細則 第 15 条  
規則第 17 条第１号の不正用具とは、規則第３条に規定する竹刀（細則第２条で定める規格
を満たしているものに限る）および同第４条に規定する剣道具（第３図に図示する面、小
手、胴、垂）以外のものをいう。なお、細則第３条第２号から第４号および同第３条の２の
基準に合致しない剣道具または剣道着は不正用具としない。この場合、試合終了後に審判員
から注意を与える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

規則改正の部分は罰則ではなく注意 

剣道具、⽵⼑等 
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竹刀の基準（高校生） 

 男子 女子 

長さ 117cm 以内 

重さ 480g 以上 440g 以上 

太 

さ 

先端部最小直径 26mm 以上 25mm 以上 

ちくとう最小直径 21mm 以上 20mm 以上 

 
 
 
 
 
 

⽵⼑関連 

竹の太さ 

先革 
の太さ 

※新基準 

計測⽅法 

※2 箇所の対⾓直径を計測し、 
2 箇所とも基準を満たしていること 
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　　　　　　　　高等学校　　氏名 顧問確認

１回目 ２回目

①ささくれや割れがない。

②中結いが弛んでいない。（全長１／４の位置）

③中結いの余りが長くない。

④先革が破れていない。

⑤柄革が弛んでいない。

⑥弦が弛んでいない。

⑦鍔が奥まで入る。

⑧学校名、氏名が書かれている。

⑨長さ、重さが正しいものである。

⑩先革の径が規定どおりである。男子２６ｍｍ、女子２５ｍｍ以上

⑪以前の検量シールが取り除いてある。

⑫検量印（シール等）がついている。(大会当日）

⑬予備の竹刀がある。（最低２・３本は用意）

①面ひもが切れていない。（切れそうになっていない）

②面が壊れていない。

③面ひもは結び目より４０ｃｍ以内である。

④結びめは目の後ろあたりになっている。（高すぎない）

①手の内が破れていない。（指が出るような穴が開いていない）

②ひもが切れていない。

③ひもが長くない。

④小手が壊れていない。（パンク等）

①胴ひもが切れていない。（切れそうになっていない）

②乳革が切れていない。（切れそうになっていない）

①ひもが切れていない。（切れそうになっていない）

②名札が破れていない。

③名札のゴムが緩くない。

①破れていない。（試合にはできる限り綺麗な物を使用）

②手を前に伸ばした時に肘が隠れる程度の長さである。

①極端に長短がない。（くるぶしが隠れる程度）

②破れていない。（試合にはできる限り綺麗な物を使用）

③刺繍等派手になっていない。

サポーター ①剣道用である。（革、ゴム、合成皮革でない）

①学校名が記入されている。

②長さ７０ｃｍ、幅５ｃｍである。

髪の毛 ①目印が隠れないように縛っているか。（目印が全て出ている）

①

②

垂

着
装 袴

防
具

そ
の
他

各自の
確認項目

剣道着

面

＊常に「道具の手入れ」「着装」に心がけ、剣道をしましょう。

目印

小手

長野県高体連剣道競技確認事項（生徒用）
＊確認できた物について、チェック欄に○をし、全て○がついてから試合に望みましょう。

竹
刀

項目
チェック欄

胴
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令和元年度 中信高等学校 剣道競技    

令和元年 10月 19 日、20日  

                   会場：南安曇農業高等学校体育館  

審判・監督会議資料 

１） プログラム 

２） 試合方法 

① 個人戦 

（1）試合は4分間 3本勝負。時間内に勝敗の決しない場合は延長戦を時間を区切らず行う。 

（2）順位決定戦（3～ 8位）を行う。5 ～ 8 位決定戦は時間無制限1本勝負とする。 

② 団体戦 

・リーグ戦（男子予選リーグ、女子決勝リーグ） 

（1）試合は4分間 3本勝負。時間内に勝敗の決しない場合は2分間の延長戦を1回のみ行う。 

（2）各試合終了時に勝敗は決定せず、リーグの全ての試合が終了した時点で順位を決定する。  

※ 勝点（勝：1点、分け：0.5 点、負：０点） 

 （3）リーグ戦終了時において、勝点、勝者数、総本数とも同数の場合は代表者戦を行う。 

       代表者戦は時間無制限で1本勝負。代表者は補員からは選べない。 

・男子決勝トーナメント・順位決定戦 

（1）試合は 4 分間 3 本勝負。時間内に勝敗の決しない場合は、2 分間の延長戦を 1 回のみ行う。 

     ただし、チームの勝敗の決した後の延長戦は行わない。 

 （2）勝者数、総本数とも同数の場合は代表者戦を行う。代表者戦はリーグ戦と同様 

 （3）順位決定戦（３ ～８位）を行う。５～８位決定戦は延長戦は行わない。 

・その他 

（1）5名に満たない学校との対戦については、人数の多い学校が不戦勝の位置を指定する。 

（2）一度控えにまわった選手は復帰することができない。 

（3）試合時間が長くなった場合、個人戦では延長開始から20分毎、代表者戦では試合開始から

20 分毎に給水の時間をとる。給水は速やかに行い、直ちに試合が行われるようにする。そ

のとき、選手は会話や監督などからの指示を受けたりしない。 

③ その他 

（1）足袋・サポーターで床接地面に革、合皮、ゴムを貼ってあるものは使用不可。使用許可の届 

け出は不要。使用不可のものを装着していた場合は、その時点で試合を止め、取り外させる。 

（2）竹刀については検量を行い、合格したものとする。竹刀には校名・氏名を明記すること。 

検量で不合格であった竹刀については大会終了まで本部預かりとする。（個人戦のみの場合 

は試合終了したところまで） 

竹刀検量 男子：（      ）女子：（      ） 

 

 



３）試合運営 

① 開会式終了後、所作・鍔競り合い等試合方法、注意事項について説明をおこなう。 

② 試合の進行状況をみて昼食時間をとる。（12時を目安） 

③ 試合進行状況により試合場の変更もある。 

④ 審判目合わせ 

個人戦：2試合終了後、試合場ごとに行う。 

団体戦：1試合終了後（2日目も 1試合終了後） 

※ 各試合場審判主任は審判長に目合わせ内容の報告をした後に試合を再開する。 

⑤  団体戦選手の交代について  

・審判監督会議にて、申し出→審議→承認とする。 

・会議以降については本部にある「選手変更届」に必要事項を書き、本部役員の審議・承認を 

得たのち、各試合場主任に提出する。 

⑥ 表彰は大会終了後に行う。（個人・団体） 

４）諸注意 

① 団体戦において、試合を終えた選手が次の選手への胴突き・拳の突き合わせをしての交代等の

行為は慎み、粛々と試合を進める。（控え席でも同様） 

※ 団体戦選手入れ替えについて説明 

② 個人戦は前の試合開始時には選手席についているようにする。選手は控え席でのお互いの礼は

しない。速やかに前の選手と入れ替わる。 

③ 団体戦は主たる指導者以外でも顧問がついていれば試合を開始する。 

④ 応援は拍手のみとする。 

⑤ 選手に対して正しい所作を行うように徹底する。 

⑥ フラッシュ撮影禁止 

⑦ 各校のアルバム業者については、大会開始前に本部に来るよう連絡する。 

⑧ 応援について品位をもってするように、各校顧問は徹底をお願いします。 

※ 騒がしい場合は、審判主任もしくは主審が試合を止め、監督に注意の指示を出す。 

⑨ 監督・コーチ・顧問以外の審判員は選手との会話等接触はしない。 

⑩ 長野県高体連剣道競技確認事項用紙にて必ず確認し、不備がないようにする。 

 ５）諸連絡 

   ① 県大会出場申し込み、宿泊・弁当申し込みについては閉会式終了後に行う。 

      県新人大会 11 月 16日（土）～ 17日（日）長野市運動公園総合体育館 

② 県大会プログラムはホームページから 県参加料一人1,000 円（閉会式終了後） 

③ 手ぬぐい・風呂敷・マグカップ購入のお願い。 

④ 大会当日、顧問の先生はＡ表の提出をお願いします。（プログラムにあります） 

 ６）駐車場について 

   体育館南側の駐車場は役員及び審判員の駐車スペースとします。応援及び顧問の先生方は本館南側 

  と農場棟周辺を利用してください。大会当日他の会議があり車が多くなります。止め方には注意をし

てください。（駐車場地図参照）＊近隣の店舗などの駐車場には絶対に止めないでください。 





Ａ　表

各校顧問　→　専門部　 Ｎｏ．

大会名

学校名

顧問名

日　程 エントリー選手 左記以外の選手 マネージャー 教員・職員・外部指導者

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

合　　計 0 0 0 0

＊日程が重複する場合は、合計日数に算入しない。例）出発日後、抽選会がある場合。

＊エントリー選手以外の選手とはエントリーされていない応援・補助員などの部員をさします。

例）　同一競技日に選手として出場した生徒が、別の生徒の試合の補助員として手伝った

エントリー選手　1名　左記以外　0名

＊団体戦、個人戦が混在する場合、同一競技日の選手人数が重複しないように注意してください。

　　例）同一競技日に、個人戦選手５名、団体戦10名、両方参加（重複）した選手３名の場合。

　　選手数　：　５＋10－３＝12名となります。 （１日に何試合出場しても、延べ１名のカウントとなります）

各校顧問は、自チーム競技終了日までに専門部に提出すること
　　　　会場が複数の場合には競技終了会場にて提出すること

2019年度活動状況報告書

＊選手と応援・補助員の人数が重複しないように注意してください。エントリー選手が試合後、同日に補助員や応援
を行った場合はエントリー選手として計算してください。

保険会社への報告のための基礎資料となります。
ご記入の上、開催県の専門部にご提出ください。

報告日　　　　年　　　　月　　　　日　　　
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